
 

 

２０２４年度事業報告（２０２４年４月１日から２０２５年３月３１日まで） 

1. 事業の実績 

（１）「子どもの未来を応援する 保育所等助成事業」 

 ①応募数 

 第１２回の応募数は、２０２件（前年２７５件）となった。都道府県数３０（前年３５）、

都市数は８６（前年１２９）であった。 

なお、２０２３年度から開始した助成内容カテゴリーB「保育の質を高める新規の取組み」

には、全国１４都道府県から２３件（前年３１件）の応募があった。前年と比較すると応募

数が８件減少しているが、前年はカテゴリーA と重複する応募が多かったこと等から実質

的な応募数で比較すると応募数は増えている。 

②助成実績 

 １０月に開催した選考委員会による審査の結果、３８施設（前年４４施設）、２，９８４

万円（申請金額）の助成を決定した（助成施設は次頁参照）。うち、助成内容カテゴリーB で

の助成決定施設は６施設であった。 

これにより、第１２回までの累計助成実績は、４８３施設、３億５，１００万円となった。 

 

③助成後のフォロー活動 

 助成施設の多かった関東地方、岡山県、福岡県の施設を対象に１１月から１２月にかけて

目録贈呈式を開催し、その他地域においては、第一生命保険株式会社の最寄りの支社よりお

祝い訪問を実施した。目録贈呈式では自治体の担当者をお招きしたり、目録贈呈式後に施設

同士の交流会を実施する等の取り組みも行った。 

また、助成施設のフォロー訪問で取材した保育の好取組みは、財団機関誌および財団ＨＰに

順次掲載し、保育の質的向上を図る普及・啓発活動を実施した。 

２０２４年度に訪問した施設数は、第９回助成施設が１施設、第１１回助成施設が２施設、

第１２回助成施設が１施設と合計４施設であった。 

 
【参考】機関誌に掲載した施設 

「Community コミュニティ」 

No.172（2024年 5月発行） 幼保連携型認定こども園正和幼稚園（東京都町田市） 

  No.173（2024年 11月発行） むつみ北保育園（愛知県岡崎市） 

「POSTURE ポスチャー」 

vol.51（2024年 7月発行） 花園こども園（埼玉県深谷市） 

 

また、第１０回に助成した４４施設の助成後１年間の保育取組みとその成果について、ま

とめた「成果報告集」を２０２４年５月に発行した。同報告集は、助成施設をはじめ、 

こども家庭庁、厚生労働省、待機児童の多い自治体等に提供するとともに財団ＨＰでも公開

し、保育の好事例の普及・啓発を図った。 

 



 

【カテゴリーA】子どもの成長に必要な運動器具・遊具・楽器・教材等の購入の部・・・３３施設

都道府県 市区町村

北海道 札幌市 認定こども園　札幌わんぱく館
“特別な支援を要する子へ、

今私たちができること”
足置きステップ、

カームダウンハウス他

青森県 八戸市 認定こども園　吹上保育園
育てた野菜をクッキングに取り入れて、楽しくみんな

で食べよう。
テーブル

宮城県
遠田郡
涌谷町

幼保連携型認定こども園
こどもの丘

わくわくの森
～絵本のせかいであそびながら学ぶ～

絵本セット、絵本たて

会津若松
市

さくらんぼ保育園 さくらんぼ保育園内の運動公園・図書館！！ 平均台、マット、絵本セット他

田村郡
小野町

おのまち認定こども園
「居場所」を提供できる遊具で、

子どもに笑顔を・・・。
FRP遊具

つくば市 東岡保育園
『デコボコ園庭』で走って登って飛んで羽ばたけ！

～園庭のさらなる発展計画～
木製アスレチック遊具

つくば市 松代の森保育園
「第二のおうち」を飛び出して、
みんなで作ろう「第三のおうち」

プレイハウス、トロッコ

上尾市 みんないっしょのいっぽ保育園
「みんないっしょがあたり前」の多世代交流。

子どもから高齢者まで、年齢や障がいに関わらず
イキイキと共生できる場所づくり！

プール、アドベンチャーロード

さいたま市 あおぞらウィンクルム保育園第２ 元気な体と心を育む　運動遊び アスレチックセット、平均台

香取市 佐原グレイスこども園 園庭サーキット サーキット工事

松戸市 コスモスの丘八柱保育園
伸びる心　広がる世界

室内でも大冒険　すきなことみつけよう
ゲームボックス、ブロック

東京都 杉並区 大宮保育園
乳児クラス　けがをしにくい体づくり

４・５歳児クラス　みんなとつながるハーモニー
クライミングアーチ、楽器セット

山梨県 韮崎市 キヅキ
「思わず～したくなる」

～豊かな暮らしを紡ぐ場所～
ままごとキッチン、衝立、

配膳台、玩具棚

愛知県 安城市 桜井こども園 絵本から伝える“心のふるさとを子どもたちに” 絵本、紙芝居セット

滋賀県 甲賀市 ここのっす園
やってみたいから、「もっとしたい」へ！！

～　継続する遊びを通して、
心と身体を輝かそう！　～

ジャングラミング、鉄棒

大阪市
幼保連携型認定こども園

愛染橋保育園
いつでもどこでも

子どもたちの『やりたい』を守るために
日除け

堺市 たんぽぽこども園
共に育ち合う気持ちを伝統文化の中で育む

～茶の湯を通して～
茶道具セット

泉南市
幼保連携型認定こども園

浜風こども園
海抜1.9m「命を守るためにできること」

～強い心と動ける体づくり～
避難車、跳び箱、マット、防災倉庫、

自家発電システム

神戸市 名谷フォレスト保育園 体を使って、はじける笑顔 巧技台セット、マット

神戸市 モーツァルト下山手保育園 みんなで砂場で遊ぼう！ 砂場

購入希望品
（抜粋）

子どもの未来を応援する 保育所等助成事業
第12回（2024年度）助成施設一覧
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福島県
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茨城県
(2)

埼玉県
(2)

千葉県
(2)



 

 

 

 

都道府県 市区町村

和歌山県 橋本市 山田さつきこども園
生活と遊びの空間が広がる環境づくり

―身体と五感を響かせてー
デュシマピラミッド、
ベンチ、整理棚他

岡山市 ポエムこども園ひらつ 絵本で育む、「心」と「豊かな関係づくり」 絵本セット

倉敷市 堀南かなりや認定こども園
四季の変化を感じながら、

のびのびと身体を動かす心地よさを感じる
保育の実践

日除け

倉敷市 あまきこども園
ホールはこども遊園地！

遊びながら心と体を育てよう！
巧技台セット

倉敷市 さくらんぼ小規模保育園
五感の育ちを育む誰もが楽しめる

魅力的な行事を考えよう
～インクルーシブ保育の実践～

パネルシアター、ベルセット、
ボール、整理棚

山口県 下関市 ゆたかこども園 親子の絆を深めよう　なかよし　ライブラリー 絵本、絵本棚

高知県 香南市 香南市立夜須こども園
しなやかな心とからだづくりをめざして

～遊びのなかで多様な動きを経験するために～
巧技台セット、砂場

太宰府市 太宰府くじら保育園 笑顔いっぱい！！エンジョイボール！！ ボールセット、ボールかご

久留米市 わらしこ保育園
楽しく遊んで、健やかに育つ！
滑り台で足腰トレーニング！

室外用大型遊具

久留米市 白鳥こども園
　様々な遊びを生み出す築山、

子ども達のわくわく、ドキドキを生み出す築山
築山

佐賀県 嬉野市 認定こども園　和光幼稚園 あそび　大好き 親子すべり台

長崎県 佐世保市
認定こども園

早岐くりのみ幼稚園

心に栄養チャージ！
ようこそ、はらぺこArt galleryへ
～　絵本の世界を楽しもう！～

ベンチ、絵本棚他

沖縄県 南城市 　玉城こども園 ワクワクどきどきで豊かな外遊び ツリーハウス、ブランコ

【カテゴリーB】保育の質を高める新規取組みに必要な什器・備品等の購入の部・・・５施設

宮城県 仙台市 ふたばすまいるキッズ
病児保育ではこまめに手洗いをして

感染を予防しよう！
手洗い場設置工事

東京都 昭島市
幼保連携型認定こども園

のぞみこども園
のぞみこども園どこでもネット PC関連

岡山県 倉敷市 ドルフィン・メイトこども園倉敷 子どもたち・職員を守るためにできること 防犯セット、緊急避難セット等

愛媛県 今治市 にじのそら保育園
ひさしの取り付け・活用で、子どもたちの熱中症対策

と雨天時の快適な生活を保証する
ひさし取り付け

佐賀県
三養基郡
基山町

ちびはる基山園プラス
安心安全な保育環境で心豊かな子供を育む

～AED設置による施設の安全性
・緊急時の強化～

AED

地域

施設名称

計３８施設　助成申請総額２，９８４万円

保育計画
購入希望品

（抜粋）

岡山県
(4)

福岡県
(3)



 

（２）都市緑化対策事業（都市の緑３表彰） 

① 都市緑化に係る助成事業 第３５回「緑の環境プラン大賞」 

同賞は当財団と公益財団法人都市緑化機構が共同運営を行っており、主に都市緑化機構

がシンボル・ガーデン部門（助成上限１,０００万円）、当財団がポケット・ガーデン部門（同

１５０万円）を担当。シンボル・ガーデン部門において「第一生命賞」、ポケット・ガーデ

ン部門において「第一生命財団賞」を授与。 

第３５回の応募数は、シンボル・ガーデン部門１３件（前年１１件）、ポケット・ガーデ

ン部門２５件（前年２６件）の計３８件（前年３７件）であった。 

９月に審査会を開催し、シンボル・ガーデン部門３件、ポケット・ガーデン部門１０件の

受賞を決定した。（受賞プランは次頁参照） 

 

② 都市緑化に係る顕彰事業 第４４回「緑の都市賞」第２３回「緑化技術コンクール」 

２０２２年度より特別協賛として「緑の都市賞」「緑化技術コンクール」を運営。「緑の都

市賞」において「第一生命財団賞」を授与。 

 

③ 「第７回みどりの『わ』交流のつどい－都市の緑三賞表彰式－」の開催 

１２月に、「緑の環境プラン大賞」「緑の都市賞」「緑化技術コンクール」の三賞を表彰す

る「第７回みどりの『わ』交流のつどい－都市の緑三賞表彰式－」を明治記念館にて開催。

秋篠宮家の佳子内親王殿下にご臨席を賜ったほか、国土交通副大臣、環境副大臣にもご祝辞

をいただいた。 

 

④ 受賞後のフォロー活動 

第３４回「緑の環境プラン大賞」の全受賞緑地を取材し、受賞作品集として３月に「Green 

Story」（「city＆life別冊 Let‘s Greening 緑で生まれ変わるまちとくらし」より改称）

を発行。受賞団体へ贈呈、全国の主要自治体、第一生命各部門･支社･関連会社へ提供を行っ

た。 

 

【参考】「Green Story」以外の機関誌による受賞作品紹介 

「City＆Life 都市のしくみとくらし」 

No.140（2024年 4月発行） 

・第 22回「屋上・壁面緑化技術コンクール」壁面・特殊緑化部門 国土交通大臣賞 

   「大阪梅田ツインタワーズ・サウス」（大阪府大阪市） 

No.141（2024年 8月発行） 

・第 43回「緑の都市賞」緑の事業活動部門 内閣総理大臣賞 

「シモキタ園藝部」（東京都世田谷区） 

No.142（2024年 12月発行） 

・第 43回「緑の都市賞」緑の事業活動部門 国土交通大臣賞 

   「大日本印刷株式会社 市谷の杜」（東京都新宿区）  



「Community コミュニティ」 

 No.172（2024年 5月発行） 

  ・第 43回「緑の都市賞」緑の市民協働部門 国土交通大臣賞 

「NPO法人 つるがしま里山サポートクラブ」（埼玉県鶴ヶ島市） 

No.173（2024年 11月発行） 

  ・第 43回「緑の都市賞」緑の市民協働部門 第一生命財団賞 

「学校法人植草学園 植草学園大学」（千葉県千葉市若葉区） 

 

【緑の環境プラン大賞（シンボル・ガーデン部門） 受賞プラン一覧】 

＜国土交通大臣賞 １件＞ 

作品名/場所 受賞者名  プラン 概 要 

カラフルな○△□ 

（こせい）が見える 

『インクルージョンな 

プレイガーデン』 

（奈良県生駒郡 

三郷町） 

社会福祉法人 

檸檬会 

かつて多くの学生で地域の賑わいの

中心でもあった大学跡地を利用して、

多世代・多国籍の人々が集う新たな交

流の場や、インクルーシブな遊び場と

なる緑の空間を創出するプラン。完成

後は、交流促進のためのイベントを定

期的に開催したり、維持管理を障がい

者就労支援施設と連携して行うなど、

誰にとっても居心地のよい社会の実現

に寄与できる点等が高く評価された。 

 

＜都市緑化機構賞 １件＞ 

作品名/場所 受賞者名  プラン 概 要 

わち山野草の森へのいざない 

 ―地産地消でつくる、 

みどりのトンネル― 

（京都府船井郡 

京丹波町） 

一般財団法人 和知ふるさと 

振興センター 

自然や山野草を愛する人々が集う公

園の入口付近に、かつて園内に多く見

られた春の女神ギフチョウが舞う景観

を取り戻すための緑化空間「みどりの

トンネル」を整備するプラン。地域の間

伐材の利用や、蜜源植物の植栽等、

子どもたちを対象とした環境教育の場

としての活用等も考慮した点が評価さ

れた。 

 

＜第一生命賞 １件＞ 

作品名/場所 受賞者名 プラン 概 要 

里に触れる 

まちのひととき  

～江坂ひととき 

プロジェクト～ 

（大阪府吹田市） 

株式会社  

イー・コンザル 

環境・エネルギー分野のコンサルティ

ング会社による「都市と里の関係の再

構築」を目指した取組みで、都市と里

をつなぐ交流拠点に生物多様性の保

全・再生のための草地や、水辺のビオ

トープ等を整備するプラン。都市の環

境保全のシンボル的空間となるものと

して期待できる点等が評価された。 

 



【緑の環境プラン大賞（ポケット・ガーデン部門）受賞プラン一覧】 

＜国土交通大臣賞 １件＞ 

作品名/場所 受賞者名 プラン 概 要 

和歌山市駅前 

ストリートガーデン 

「しえきのにわ」 

（和歌山県和歌山市） 

一般社団法人 

市駅グリーン 

グリーン 

プロジェクト 

和歌山市駅前の歩道に、公民学連携

による社会実験として天然芝や花壇、

ウッドデッキ等で構成された、緑の潤

いと人々の憩いを育む「ストリートガー

デン」を設置するプラン。街路景観や

歩行者快適性の向上、地域コミュニテ

ィの交流促進などにより、和歌山市の

玄関口にふさわしい新たな駅前通りの

実現が期待できる点が評価された。 

 

＜第一生命財団賞 １件＞ 

作品名/場所 受賞者名 プラン 概 要 

りくカフェガーデンを 

核とした「未来コミュニティ」 

の醸成 

（岩手県陸前高田市） 

特定非営利 

活動法人 

りくカフェ 

東日本大震災直後から住民を繋ぐ場と

しての機能を果たしてきたものの、仮設

住宅の廃止等により活動が低迷してしま

ったガーデンをリニューアルするプラン。

ガーデン整備やイベント運営等を通じて

住民同士の繋がりを取り戻し、生きがい

づくりと地域の連帯感の醸成、健康でい

きいきと暮らせる未来のコミュニティづく

りを目指す点が評価された。 

 

＜コミュニティ大賞 ８件＞ 

作品名/場所 受賞者名 プラン 概 要 

未来へのかけ橋 

― 生命かがやく 

学校林 ― 

（宮城県石巻市） 

たぶのきネット 

ワーク石巻 

地域の学校林を再生し、国蝶オオムラ

サキの生息環境の保全を目指すプラ

ン。タブノキや柑橘類の植樹、果実の

収穫や木の実を使った工作イベント

や、出前授業などを通じて、自然や地

域の歴史・文化に親しみ、それらを次

世代へ継承することを目指す点が評

価された。 

まもろう！それいゆの自然！

育てよう！ 

麻生のわ 

（神奈川県川崎市） 

社会福祉法人 

三篠会  

それいゆ保育園 

子どもたちの健やかな成長を願い、園

児と保護者、地域住民、近隣の大学関

係者などがともに園庭の緑化を行うプ

ラン。整備作業を通じた地域との交流

や、多種多様な樹木などの自然との

触れ合いにより、子どもたちの感性を

伸ばし五感をより豊かにすることを目

指す点が評価された。 



外国人と作る 

ベジガーデン 

（福井県坂井市） 

坂井市国際 

交流協会 

交流の場として活用してきたガーデン

を、野菜と花が併存するベジガーデン

形式とし、さらに充実させるプラン。外

国人の技能実習生が多く居住する地

域において、国際社会に対応した魅力

ある街づくりを目指し、ともに野菜・花

の育成に取り組みながら相互理解促

進と多文化共生の実現を目指す点が

評価された。 

縁が輪（縁側）に 

なる庭 

（岐阜県可児市） 

岐阜県立国際 

園芸アカデミー 

「ぎふワールド・ローズガーデン」内の教

養施設「花とぴあ」周辺の庭園をリニュー

アルするプラン。憩いの場である「縁側」

をイメージした庭園において、「公園を訪

れる人々、花や緑に関心ある人々の縁

を繋ぎ、健康で心豊かな生活の一助とし

たい」という思いを表現する点が評価さ

れた。 

開け、緑の玄関！ 

（大阪府堺市） 

社会福祉法人 光陽会  

認定こども園 

光陽会しんひのおだい 

こども園と隣接する公園との境界部分

を玄関のように整備し、地域の風景の

一体化を図るプラン。子どもたちに季

節の移ろいや生命の営みを感じられる

場を提供し、五感を刺激するとともに、

地域住民にも開かれた憩いと交流の

場の実現を目指す点が評価された。 

アトリパークで ESD  

～みんなが笑顔の 

コミュニティ～ 

（大阪府大阪市） 

大阪市立 

瓜破西小学校 

多様な世代や立場の人々が自然と親

しむことができる、持続可能な学校ビ

オトープ（通称：アトリパーク）の整備を

行うプラン。子どもたちが生物多様性

や資源循環等について知識を有する

人材となることが期待される点、学校

を地域コミュニティの重要な拠点として

機能させる点が評価された。 

自然と共存・緑で 

地域がつながる 

「ころりん広場」 

（福岡県糸島市） 

ＮＰＯ法人 

西日本環境 

ネットワーク 

子どもたちが農業体験や花づくりを通

して、自然や環境の大切さを学ぶこと

のできるコミュニティ広場を設置するプ

ラン。経験豊富な方々による子どもた

ちへの農業指導や、季節の草花を楽

しめる住民の憩いの場を提供すること

で、地域のつながりを深める役割を果

たす点が評価された。 

緑と水と生命 

～みんなで共生する環境を～ 

（宮崎県北諸県郡 

三股町） 

社会福祉法人 

ゆりかご会 

認定こども園 

みどり保育園 

緑・水・生命とのふれあいを通じて、子ど

もたちの豊かな感性を育む園庭を整備

するプラン。ビオトープの水辺に息づく

植物や生き物、色や香りが楽しめる樹木

など、自然や四季の変化に触れることの

できる環境を子どもたちに提供する点が

評価された。 

  



（３）調査研究事業 

  ①公募による調査研究事業 

 

   ア．公募による助成の決定 

第３４回公募研究助成に対し、全国から６８件の応募があった。２０２５年１月

審査委員会によって１０件の候補を選定し、同年３月開催の理事会で下記の通り 

１０件９９９．３６万円の助成を決定した。 

 

 応募件数 助成件数 助成金額 

一般研究 ４９件 ６件 ６８４万円 

奨励研究 １９件   ４件 ３１５．３６万円 

合  計 ６８件 １０件 ９９９．３６万円 

 

【助成決定一覧】 

 

［一般研究］

氏　名 所　属 助成金額

泉山　塁威

日本大学
理工学部建築学科都市計画研究室
准教授

125万円

今村　洋一

椙山女学園大学
情報社会学部
教授

100万円

川崎　修良

徳島大学
人と地域共創センター
特任准教授

125万円

窪田　亜矢

東北大学大学院
工学研究科都市・建築学専攻
教授

145万円

沼田　麻美子
一般財団法人土地総合研究所
研究員

100万円

藤賀　雅人

工学院大学
建築学部まちづくり学科
准教授

89万円

文化活動を通して都市変容をもたらす新た
な職能の研究－フランス・ナント市と横浜市
黄金町の取り組みを手掛かりに－

大規模公共事業に抗った地域社会における
空間変容と経験の継承　内灘・蜂の巣城・三
里塚を事例として

地上設置型ソーラーにおける所有者不明
ソーラーに関する研究

都市周縁部のゾーニング手法の再考に向け
た制度運用と空間変容の包括的考察－港
湾・農地・住宅地を対象として－

（50音順）

テーマ

住環境の質的向上に資するコミュニティ主導
型マーケットの実装に関する研究
－米国先進事例の分析を通じて－

隅切に対応した近代町家に関する研究－昭
和初期の大都市郊外住宅地を対象として－



 

 

イ．公募による研究助成の実施 

前年度決定した公募による研究助成１１件について助成金を支払った。 

 

ウ．調査研究報告書等の発行と配布 

これまでに助成した１２件の調査研究報告書を作成し、図書館・学会・マスコミ・

シンクタンク等に配布したほか、２０２３年７月から２０２４年６月までに完成

した調査研究報告１５件について、その要旨を「調査研究報告書要旨集(３２)」と

して作成し、大学等に配布した。 

  

 ②研究委託事業 

ア．研究委託の決定  

下記研究委託３件を２０２５年３月の理事会で決定した。 

 

 

 

 

［奨励研究］

氏　名 所　属 助成金額

大森　文彦

東京科学大学
環境・社会理工学院建築学系
准教授

80万円

田村　将太

広島大学大学院
先進理工系科学研究科建築学プログ
ラム　助教

80万円

丸岡　陽

長岡技術科学大学
環境社会基盤系
助教

75.36万円

三浦　魁斗

宇都宮共和大学
シティライフ学部
専任講師

80万円

九州地方における戦時下の新興工業都市計
画および住宅営団による事業に関する史的
研究

居住環境と洪水氾濫評価による流域ゾーニ
ングとゾーン別水害対策の費用便益評価

コンパクトで持続可能な市街化区域設定のた
めの人口密度基準の在り方に関する研究

「地場産の資材によって構成される住宅地景
観」に対する地域住民の認識構造に基づく
景観まちづくりのあり方

（50音順・敬称略）

テーマ

分野 氏　名 所　属 テーマ

住生活 市川　紘司
東北大学大学院工学研究科
助教

台湾現代住宅における環境的・社会的取り
組み

地域社会 宮本　雄太
福井大学教職開発研究科
准教授

循環と保育：園での生き物との関わりを通じ
た保育の循環とその実践的課題

姿勢・健康 森川　美和
公益財団法人共用品推進機構
課長

幼児を取り巻く備品（運動系、遊具類、絵本
等）に関する研究
～幼児の心身の健康と発達を促す備品調
査を通して～



  イ．研究委託の実施 

２０２３年度に決定していた下記研究委託３件について委託金の支払いを行った。    

  

   ウ．調査研究報告書の作成と配布 

    これまでに研究委託した３件の調査研究報告書を作成し、図書館・学会・マスコミ・

シンクタンク等に配布した。 

 

 

 

 

分野 氏　名 所　属 テーマ

住生活 山崎 嵩拓 
東京大学
総括プロジェクト機構
特任講師

ストリートカルチャーの醸成によるイノベー
ションの創発

地域社会 西村　純子
お茶の水女子大学
基幹研究院・教授

家事・育児・仕事時間のジェンダー間格差に
関する研究―在宅勤務の効果に着目して

姿勢・健康 渡辺　航太
慶應義塾大学医学部
整形外科学教室　准教授

脊柱側弯症における矢状面アライメントの特
徴と臨床的意義



（４）普及・啓発（機関誌発行）事業 

   次の３誌を発行し、中央官庁・地方自治体・保健センター・図書館・マスコミ等に寄 

  贈した。 

なお、「Communityコミュニティ」については、前年度に引き続き海外の主要な日 

本研究機関にも寄贈を行った。 

   

① 住生活分野：「City&Life 都市のしくみとくらし」 

・No.140 特集（2024年４月発行） 

｢ウォーカブルシティへ」        

・No.141特集（2024年 8月発行） 

「Danchi・・・・再生・革新への多彩なアプローチ」          

・No.142特集（2024年 12月発行） 

「公共交通の未来」    

 

② 地域社会分野：「Community コミュニティ」 

・No.172 特集（2024年 5月発行） 

「日本で暮らす外国人と地域社会」          

・No.173 特集（2024年 11月発行） 

「教員養成と地域」 

  

③ 姿勢・健康分野「POSTURE ポスチャー」 

・vol.51特集（2024年 6月発行） 

「生活と快眠のくふう」   

 

              

  



２．理事会および評議員会に関する事項 

（１）理事会 

① ２０２４年度第１回理事会を２０２４年５月２１日に開催し、次の件について付議、 

報告し、原案どおり承認された。 

    ・２０２３年度事業報告、決算、公益目的支出計画実施報告書の件 

    ・定時評議員会の日時及び場所ならびに目的である事項の件 

・機関誌ポスチャー編集委員の新規選任の件 

・待機児童対策・保育所等助成選考委員会規程（選考基準）改定の件 

・都市緑化に係る助成事業審査会規程改定の件 

② ２０２４年度第２回理事会を２０２５年３月６日に開催し、次の件について付議、

報告し、原案どおり承認された。 

 ・第３４回（２０２４年度）研究助成審査委員会による審査結果の件 

 ・２０２５年度事業計画および収支予算の件 

 ・機関誌コミュニティ編集委員の新規選任の件 

・ホームページ・リニューアルの件 

・勘定科目規程の改正の件 

  

（２）評議員会 

２０２４年度定時評議員会を２０２４年６月１９日に開催し、次の件について原案どおり

承認された。 

    ・２０２３年度事業報告、決算、公益目的支出計画実施報告書の件 

     

 

３．その他の報告事項 

   ２０２５年３月３１日現在の理事、監事および評議員は次のとおりである。 

 ［理事］（１１名） 

  渡邉 光一郎（理事長） 北奥 郁代（常務理事)    青木 和夫 

大村 謙二郎      甲斐 一郎        後藤 春彦 

定行 まり子      陣内 秀信        隅野 俊亮 

野原 裕        渡辺 秀樹 

 ［監事］（２名） 

    佐藤 滋        若山 𠮷史 

［評議員］（１１名） 

    秋田喜代美       石井クンツ昌子      稲垣 精二 

    小笠原清基       金子伸一郎        生源寺眞一 

竹内 章二       服部万里子        松本 守雄 

松本 康        横張 真      

 

以 上 


